
１ 単元名 台風と天気の変化（第５学年） 

 

２ 研究の視点 

問題解決の力 調査結果を吟味し、より妥当な考えをつくりだす。 

本時で目指す児

童像 

場面 日本に近づく台風の進路を複数記録し、一般化する場面。 

 姿 
日本に近づく台風の進路を複数記録し、また、他の班の調査結果も取り

入れながら日本に近づく台風の大まかな特徴について考察する姿。 

手立て 

iPad を活用し、日本に近づく台風の進路をパウチシートに記録する。そ

してその調査結果をもとに日本に近づく台風の進路の大まかなきまり

を話し合い、発表する。 

 

３ 本時の学習指導 

 (1) 目 標 

 〔自然事象についての知識・理解〕 日本に近づく台風の進路について、デジタルコンテンツを

利用してその大まかなきまりを理解することができる。  

 

 (2) 前時までの活動 

①台風について知っていることをイメージマ

ップに記入。 

②台風とは何か、及びペットボトルと線香を

使っての雲のでき方の実験。 

③台風情報の収集の方法並びにインターネッ

トなどでの情報収集。 

 (3) 展 開                                                   研究の手立て 

学習活動 ・児童の反応と◆教師の支援 ○留意点〔  〕評価の観点 時間 

１ 前時の学習を振

り返る。 

 

 

 

 

 

２  問題を見い出

し、予想を立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T1 台風についてどんなことを学習しまし

たか？ 

・台風は積乱雲が集まったもの。 

・雲は水蒸気が冷えて水や氷の粒になった

もの。 

・台風は世界中で発生している。 

 

T2 日本にやって来る台風の進み方にきま 

りはあるのかな？ 

 

 

 

・あると思う（北海道の方にすべて移動し

た気がする…） 

・ないと思う（ニュースで見たら、バラバ

ラの動きだったような…） 

 

 

T3「デジタル台風」コンテンツを使って、

○デジタル台風コンテンツ

をプロジ

ェクター

でバラン

スボール

を投影し、関心を高める。 

 

○一人一人予想を立てさせ

るため個々のマグネット

シートを黒板に貼り、自分

の立場を明確にし、共有さ

せる。 
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日本の近くに来る台風の進み方にきまりはあるか 



 
 

３ デジタルコンテ

ンツを用いて、

台風の進路につ

いて調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 調べた結果を、

日本地図をパウ

チしたシートに

記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本付近に近づく台風を調べましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「雲画像」データで台風の動き方を調べ

てみよう。 

・年月を入力して、日本に近づいた台風の

動きを調べてみよう。 

◆前時に「デジタル台風」コンテンツを紹

介し、内容や操作方法をある程度習熟さ

せておくと混乱が少ない。また、コンテ

ンツ画面と同じプリントを配付し、探し

やすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T4 日本に近づいた台風の進路をパウチシ

ートに記入しましょう。 

・○年○月の台風は日本に近づいた。記録

しよう。 

・僕の生まれた年には台風が日本にやって

きたのかな？調べてみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○iPad は１班２台。話し合い

を充実させ、グループ内で

内容の正誤を吟味させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○予め赤道の赤線は引いて

おく 

○パウチシートには、台風の

進路の他、発生年月も記入

し、データの信憑性を高め

る。 

○少なくとも３つ以上の台

風進路データを記入する

よう指導する。 
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台風の進み方が

わかるよ。 

台風の動きが

わかるよ。 



５ 調べた結果を吟

味し、発表する。 

T5 日本に近づいた台風の進路について

何かきまりはありますか？ 

・台風は赤道付近の南の海上で発生してい

る。 

・その後、北上して日本に近づいてくる。 

・沖縄県あたりに来ると、北東や、北、東

の方に動くものが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループで台風の進路の

特徴を話し合うが、意見が

食い違う場合や不確かな

時は他の班の意見を聞い

てもよいことを伝えてお

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔知識・理解〕日本に近づく

台風の進路について、デジタ

ルコンテンツを利用してそ

の大まかなきまりを理解す

ることができる。  
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４ 指導の実際 

＜手立てについて＞ 

iPad は班で２台にした（１班４～５名構成）。理由は調べる

ためのツールをあえて少なくすることで台風情報を皆で共有し

やすい状態にするためである。日本地図をパウチしたシートに

複数の台風の進路を記録する際にも、話し合い活動を充実させ

るために１班で iPad２台が限度だと思う。（写真１）。 

考察の段階で、台風の進み方のきまりについて意見交換を行

った。台風が赤道近くの南の海の海上で発生するという考え方

はおおむね納得していた。しかし、ある班は、台風の進路にき

まりは「ない」と結論づけた（写真２）。これは、台風が沖縄

県に到達するまで偏東風の影響を受けるものの、その後は偏西

風や高気圧・低気圧などの様々な条件により、台風の進路が定

まっていないと見えたからではないだろうか。そのため、考察

の際は児童とやり取りをしながら、台風は、まず、①南の海で

生まれる、次に②北や西に動く、そして③日本に来ると北や東

に動く、とまとめた（写真３）。 

以上のことから、台風の進路を厳密にとらえるか、大ま

かにとらえるかで児童の見方や考え方が変わってくる。教

師は何をどこまで児童にとらえさせればよしとするのか、

単元のねらいやゴールを明確に定めておく必要がある。 

・台風は日本のはるか南の海上で発生し、少しずつ成長

しながら日本に近づいてくる。 

・日本近くに来ると、北東や東、または北に動くものが

多い。 

（通常の雲の動き方と異なる） 

写真１ 

写真２ 

写真３ （戸田市立戸田第二小学校 鈴木 圭） 

 

 


